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「戦争と〈私〉をつなぐ物語を探す」
プロジェクト展

昭和のくらし博物館

この博物館にはいろいろなものがやってくる。
大切にとっておいたもの。偶然残されたもの。
誰かが亡くなった時、家の整理をする時に
捨てられる寸前だったものも。
その中には戦争にまつわる資料もある。

今まで手付かずだったその資料の箱を一緒に開けることから始めてみた。
ドキドキしながら箱を開けてみると、
そこには小学生の慰問文や女学生の日記やスクラップブック。
戦場へ持って行った本、教科書に雑誌、当時の新聞…。
歴史の教科書やドラマではない。確かにそこに生きていた人がいる。
実物の力に圧倒される。
そこからそれぞれが自由研究を始めることになった。

考えてみれば、今を生きるすべての〈私たち〉はみんな戦争体験者の子孫。
祖父や祖母、曽祖父や曽祖母…彼らがあの時代を生き抜いたから、
今〈私たち〉がここにいる。その事実にそっと手を伸ばす。
「小さな物語」のカケラを集め、探索し、読み直す。
そうやって、いつのまにか戦争が〈私〉の中に根をおろす。

あなたの「小さな物語」も聞かせてください。

※ この参加型の展示は、会期中どんどん育っていきます。

一部、JSPS科研費25H01232-C01助成

「戦争と〈私〉をつなぐ物語を探す」プロジェクト特設サイト
https://war-watashi .showanokurashi .com 



触れる〈戦争〉の時間（月１～ 2 回ほど実施）
やっぱり、実物の力！
当館所蔵の千人針や軍事郵便、当時の新聞や雑誌などを手にとっ
てよく見てほしい。感じてほしい。スタッフと一緒に実物を手に
とってじっくり見ていただき、残されたモノとの対話をしていた
だく時間を設けます。

参加方法
●実施日時を公式ウェブサイトのカレンダーで確認して訪れる

「戦争と〈私〉」物語のカケラ
私たちひとりひとりが、身近な小さな物語を探
索すること、それが戦争と〈私〉をつなぐ糸口
になる。あなたが誰かから受け取った「物語」（エ
ピソード）を聞かせてください。人や本、映画、
歌や小説、詩や短歌などとの出会いでも構いま
せん。小さな物語が集まり響き合って、どのよ
うな風景が見えてくるでしょうか？集まった物
語はさまざまな方法で公開します。

参加方法
●会場に用意されたカードに書く
●war.watashi.showa@gmail.com にメールする

「戦争と〈私〉」ブック紹介
この本のここがいい！これが心に響いた。
会場にいろんな人の「私が勧める本」を持ち
寄りました。部屋に置いてある本は私物です
が、手にとって読んでいただけます。

参加方法
●あなたの感想も付箋紙に書込んで、本に貼る
●会場の用紙に、オススメ本のタイトルとその
理由を書く

●オススメ本を置きたい方は、スタッフに相談
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